
■ 学校の共通目標  

授業作り 重 

点 

〇鶴巻小学校のＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、タブレット端末を

有効活用した授業実践を共有する。 
中
間
評
価 

 
最
終
評
価 

 

環境作り 
〇人権教育を重視した学習環境の構築に向けて、教職員の人権感覚を高め

るとともに児童の人権意識を育成する。 

  

■ 学年の取組内容 

２ 

国語 

学 話を聞く際には、集中して聞こうとする意識は身に付いて

きている。話の内容が正しく理解しているかについては、確認

が必要である。 

学 書くことに対して意欲的に取り組む児童が多い。新出漢字

の学習に興味をもって取り組んでいる。 

 

・ 話し手に目を向けて、最後まで聞くことができるよ

うに指導する必要がある。大事なところを意識でき

るようにする。 

・ 書くことへの意欲はあるが、どのように自分の考え

を書けばいいのか分からない児童が多い。自分の思

いや考えを表現するための語彙を増やす指導が必要

である。 

・聞く活動では、注意を喚起してから話す。大事なことをメ

モする練習に取り組む。 

・家庭学習や朝学習で言葉遣いの練習に取り組む。教科書の

視写や作文用紙を使った日記指導を定期的に行い、書くこ

とを習慣化させる。「言葉のたから箱」で多くの語彙を提示

し、作文を書く際に活用できるようにする。 

 

 

算数 

学 繰り上がりや繰り下がりのある計算では、おおむねの児童

が計算の仕方を理解することができている。 

学 時刻と時間や長さなどは、理解の定着が必要といえる。 

学 文章問題を解くことが難しい。 

・ 数の構成についての理解を習熟させる必要がある。 

・ 生活の中で経験を積み、数感覚が身に付くようにす

る。 

・ 文章を正確に読み、題意を理解することができるよ

うにする。 

・繰り返し計算練習に取り組み、計算力の向上を図る。具体

物を操作して、筆算の仕組みの理解を図る。 

・数を唱えたり、目盛りを読んだりする算数的活動を行い、

数感覚を養う。 

・物差しなどを使った学習に継続的に取り組み、日常生活で

活用するようにする。具体物の操作を繰り返し、経験を増

やす。 

 

 

３ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査では、区の平均正答率と比較すると

2.4 ポイント、全国と比較すると 1.4 ポイント上回っている。

領域別では、「書くこと」「読むこと」それぞれで区、全国の平

均正答率を上回っている。中でも「書くこと」については、区

を12ポイント、全国を6.8ポイントと大きく上回っている。し

かし、「話すこと・聞くこと」については、区を8.2ポイント、

全国を 6.8 ポイントとこちらは大きく下回っている。このこと

から、「話すこと、聞くこと」について課題がある。 

学 話を聞こうとする意欲はあるが、話し手に意識を向け続け

ること、最後まで集中して聞くことが難しい。また、内容の理

解、何を問われているのかを捉える力を身に付ける必要がある。 

・ 順序立てて話したり、自分の考えを伝えたりするこ

とを指導する必要がある。 

・ 相手の話を聞くときに、最後まで集中して聞き、要

点を捉えるようにする。 

・ 相手に伝わるように、簡潔にまとめて話したり、大

切なことを落とさずに話したりできるようにする。 

・ 毎日の生活の中に「スピーチ」や「発表」の活動を取り入

れ、話す機会を設定する。また、ペアやグループでの意見

交換などの活動を積極的に取り入れる。 

・ 辞書を引く活動を多く取り入れて、語彙数を増やす。また、

自分の意見を発表したり、文で表現したりする活動を多く

取り入れる。話型や手本となる文を提示して、その表現を

使いながら発表させることで、苦手意識を軽減していく。 

・教科書巻末の「言葉のたから箱」を活用し、その中の言葉

を使って書く活動に取り組み、語彙を増やす。 

 

 

算数 

調 新宿区学力定着度調査では、教科全体、観点別正答率、領

域別正答率すべてにおいて、区と全国平均正答率を上回ってい

る。しかし、四分位分布では A 層、B 層の分布が多く良好な様

子を示しているものの、D 層の分布も多く、学力の二極分化が

見える。習熟度に合わせた指導の必要がある。 

学 かけ算九九はおおむね定着しているが、繰り下がりの引き

算などに間違いが多く、基本的な計算力の定着に課題がある 

 かけ算九九は定着しているものの時間がかかった

り、繰り上がり、繰り下がりのある計算に間違いが

多く見られたりすることから、基礎的な計算の習熟

が図れるよう指導する必要がある。 

 習熟が進んでいる児童とまだ習熟が進んでいない児

童との差が大きいことから、一人一人の習熟度に合

わせた指導が必要である。 

 

・タブレット端末と学習ノートを併用して、個に応じて習熟

を図れるようにする。 

・ノートの取り方の指導を徹底し、自分で学習の流れをつか

んだり、振り返りに活用したりできるようにする。 

・基礎的な学習の習熟が図れるよう朝学習の時間等を有効に

使う。 

 

 

学年 教科 学習状況の分析（10月） 課 題（10月） 改善のための取組（10月） 最終評価（２月） 
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学力向上のための重点プラン【小学校】                                              新宿区立鶴巻小学校 （様式1） 



４ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査では、全国平均正答率より 4.1 ポイ

ント、区平均正答率より 2.9 ポイント、上回っている。領域別

では、「読むこと」については、全国を 7.2 ポイント、「書くこ

と」については、区を6.2ポイント上回っている。しかし、「話

すこと・聞くこと」については、全国を3.4ポイント、区を2.3

ポイント上回ってはいるが、他の領域と比べると「話すこと、

聞くこと」が課題であるといえる。 

学 話し手に意識を向け、最後まで集中して話を聞くことに課

題がある。 

・話を最後までしっかりと聞くことができるように指導

する必要がある。 

・文章を書くことができる児童は多いが、要点が分かり

にくく、同じようなことを繰り返し書いている。苦手

意識がある児童と、ない児童との文章量や内容の差が

大きいため、指導が必要である。 

・既習漢字をひらがなで書いている児童が多い。漢字の

定着に課題が見られるため、指導が必要である。 

 

・国語だけでなく、すべての学習において聞き方についての

指導を行う。目を見るなど、聞く姿勢を常に意識させる。 

・大事なことをメモする練習を行う。 

・自分の書いた文章を読み返すよう促す。友達からの助言を

受けられるようなペア・グループでの活動を行う。 

・漢字ドリルでの反復学習、意味調べを行い、文字指導から

語彙学習へとつなげていく。 

 

 

算数 

調 新宿区学力定着度調査では、全国平均正答率より 4.3 ポイ

ント上回っているが、区平均正答率より 0.3 ポイント下回って

いる。領域別にみると、「測定」についてが正答率を下回り課題

があることが分かる。また、正答率分布や四分位分布から学力

の差が大きいことが分かる。 

学 学力の差が大きい。掛け算九九が定着していない児童もい

る。 

・計算のやり方は、おおむね理解しているが、時間がか

かったり、正確性に欠けたりすることある。 

・学力差が大きく、文章を読み、問題を正確に把握する

ことが難しい児童がいる。 

・繰り返し、計算練習に取り組む。適宜やり方を確認し、復

習をしながら進めていく。 

・文章問題では、キーワードを意識するとともに、何を問わ

れているのかを確認しながら進める。 

・タブレット端末を活用し、視覚的な支援を増やし、理解を

深められるようにする。 

 

 

５ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査では、全国値を 3.9 ポイント、区平

均正答率を6.8ポイント下回っている。「読むこと」は区平均正

答率を0.7ポイント上回っており、全国値を10.4ポイント上回

っている。「書くこと」は全国値を4.2ポイント、区平均正答率

を 3.1 ポイント下回っているので、まだ十分な力が身に付いて

いない。 

・ 自分の考えを文章で表現することが苦手な児童が多

い。苦手な児童の多くは、語彙が少なく簡単な言葉

に言い換えることができずに悩んでいることが多

い。 

・漢字を読むことができるが、「書くこと」を苦手とす

る児童が多い。 

・単元の導入で意味調べを行う。 

・文章を書く前に構成や観点を整理させる。 

・読書活動を行い、読書カードに必ず短い感想を書かせる。 

・文字数を指定し、短作文を書く練習をする。 

・授業の導入で新出漢字の筆順、部首等の学習を行い、家庭

学習では、平均２ページの書き取り課題を毎日行う。 

 

 

算数 

調 新宿区学力定着度調査では、全国値を 4.7 ポイント上回っ

ているものの、区平均正答率を 0.6 ポイント下回っている。領

域別に見ると、「数と計算」の問題において全国値を2.1ポイン

ト上回っているものの、区平均正答率を 2.7 ポイント下回って

いるので、復習を要する。 

・四則計算を行うことはできるが、正確性に欠ける。 

・文章問題において見通しをもって自力解決する力に 

乏しい児童がいる。 

・個別に指導することが必要な児童がいる。 

 

・朝学習や家庭学習の充実を図り、タブレット端末を活用し

デジタルドリルに繰り返し取り組む。 

・見通しをもって自力解決できる力を身に付けさせるため、

問題を図や式に表すよさを指導していく。 

・習熟度別のクラス編成を行い、個に沿った指導を行う。 

 

 

６ 

国語 

調 新宿区学力定着度調査では、全国値+0.3 であり、ほぼ同等

である。「読むこと」に関しては全国値を 5.7ポイント上回って

いるがその他の領域においてはほぼ同等である。しかし、「書く

こと」に関しては、3.6 ポイント下回っており、書くことに課題

があるといえる。 

 自分の思いや考えを適切に文章に表すことが難しい

児童が多く、書くことに重点をおいて指導する必要

がある。 

 漢字の学習に意欲的に取り組む児童は多いが、習得

状況に個人差が大きい。また、既習の漢字を日常の

中で活用できていない児童も多い。 

・国語に限らず、各教科において「書く」活動を多く取り入

れる。書くことが難しい児童に対しては、観点を与え、そ

れを基に文章を組み立てさせる。 

・国語辞典を常備させ、意味調べや漢字調べを行う中で語彙

の習得を図っていく。 

・朝学習の時間や宿題等で ICT 機器のタブレットを活用し、

漢字の習得を図る。 

 

 

算数 

調 新宿区学力定着度調査では、全国値を 1.6 ポイント上回っ

ているが、区平均よりも 5.8 ポイント下回っている。「図形」「変

化と関係」においては全国値を大きく上回っているものの、「数

と計算」においては全国値を 1.2ポイント下回っており、基礎・

基本の定着を図る必要がある。 

 四則計算を正確に行うことはできるが、既習事項を

使って自力解決する力が不十分で課題といえる。 

 個人差が大きく、一斉指導では課題の解決が難しく、

個別に指導が必要な児童がいる。 

・課題解決の過程を大切にした授業を行い、図などを使って

解決していく経験を積ませることで、解決の方法を身に付

けさせていく。 

・朝学習の時間や宿題等で ICT 機器のタブレットを活用し、

計算力の向上を図る。 

・少人数指導担当と連携し、個に合った指導をする。 

 

 

音
楽 

学 意欲的に表現や鑑賞の活動に取り組める児童もいるが、個別の支援を

必要とする児童も多い。特に、鍵盤ハーモニカやリコーダーの器楽合奏の

活動で、苦手とする児童が数名いる。 

 リコーダーの運指で、うまく穴を押さえられない。 

 リコーダーを吹く時の、息のコントロールができな

い。 

 鑑賞の活動で、何を書いたらよいのか分からない。 

 

 授業以外でも、休み時間に個別に指導する時間を作ったり、

タブレット端末や実物投影機を活用し、視覚的に分かりや

すく説明したりして、スモールステップで段階的に取り組

ませ、技能の定着を図っていく。 

・音楽の様子を表す言葉を掲示して、そのヒントを頼りに自 

分の思いと音楽の様子をつなげられるようにしていく。 

 

 

図
工 

学 意欲的に取り組む児童が多い反面、支援が必要な児童もいる。発想が

乏しく、課題といえる。また、技術面で基礎・基本の定着が必要である。 

 課題に向き合えない児童がいたり、適当に仕上げよ

うとしたりする児童がいる。 

 自分の作品に愛情をもてない児童もいる。 

 個別に課題理解ができるように支援していく。 

 認め合い活動を通して、自分の作品に愛情をもって取り組

めるようにする。 

 手順を視覚化して、児童が見通しをもてるようにする。 

 

 



特
支 

学他者との相互意思疎通が苦手な様子が見られる。 

学流暢に読んだり、ある程度の速さで書いたり、計算したりすることが苦

手な様子が見られる。 

学集中して活動に取り組んだり、話を聞いたりすることが難しい。 

・語彙の未熟さ 

・場面や状況ごとの適切な対応力や表現力 

・相手意識をもたせられるようにしていく必要がある。 

・ 語彙・計算・書字の力を高められるよう指導する必

要がある。 

・ 持続して取り組む力や周囲の環境への対応力を身に

付けることが必要である。 

・対人スキルに課題がある児童に対しては、前期の間に個別

指導の中で、後期には小集団指導の中で意思疎通のために

必要な社会適応技能を身に付けられるよう指導する。 

・読み書きに課題のある児童に対しては、ＭＩＭやＳＴＲＡ

Ｗ-Ｒ等のアセスメントツールを使って評価をしながら、児

童の特性を把握し、語彙や書字・計算能力を高める指導を

行う。 

・注意・集中・衝動性に課題がある児童については前期の間

に自己認知と周囲の理解（環境調整等）を高め、後期には

児童が置かれた環境の中で集中を保てるように、保護者と

連携を図りながら医療機関も視野に入れて指導の計画を立

てていく。 

 

 

     調…新宿区学力定着度調査の結果から見える学習状況  学…授業での様子や提出物、作品、ワークテスト、デジタルドリル等から見える学習の状況   ※分量は2ページ以上となってもよい。   


